地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームもえぎ・小規模多機能型居宅介護もえぎ
施設種類：グループホーム・小規模多機能型居宅介護
日　　時：３年７月３０日（金）　１３時３０分～１５時００分
会　　場：デイサービス　もえぎ　
	利用者代表
	０人
	船越・瀬野川　地域包括支援センター職員
	１人

	利用者家族
	１人
	広島市職員
	０人

	地域住民の代表
	３人
	他グループホーム職員
	０人

	その他（管理者、職員　　）
	５人


出席者
（人数）
（議題）
　（１）　グループホーム・小規模多機能型居宅介護　避難訓練

　（２）　避難訓練についての総評　広島市安芸消防署

（３）　小規模多機能型居宅介護利用者の状況

（令和３年７月１日現在）　
（４）　グループホーム入居者の状況
　　　　　（令和３年７月１日現在）
　（５）　グループホーム・小規模多機能型居宅介護
　　　　　　　　　　サービスの状況について報告　
　（６）　身体拘束について報告　
　（７）　新型コロナウイルス対策について

　（８）　８月・９月の予定　　
　（９）　その他（サービスへの要望、助言等）　
閉　　会
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）
※　避難訓練について

　今回は小規模多機能型居宅介護（１F）の台所から出火という想定で、避難訓練を行いました。
◎安芸消防の方より

　火元を発見した職員が「火事だ！火事だ！」と、大きな声でご利用者の方々に知らせていたのは良かった。119番通報も冷静に実施できていた。消防が到着した時の避難状況もきちんと報告がされていて良かった。
改善点として、避難をしはじめるタイミング。火事が見つかったら直ぐに避難を開始する。誤作動だったとしても、火災報知器が鳴ったら避難をする。今回の訓練では、避難のタイミングが遅かったと思う。スタッフ全員の共通認識として、非常ベルが鳴ったら避難をするように決めておいたら良いと思う。　

◎地域住民の方より
　ご利用者一人ひとりに声をかけておられて良かった。繰り返し訓練を行い習慣づけておけば、いざというときに身体が動いてくれるようになり安心。
◎ホーム長より
　グループホームから応援職員が駆けつけたが、どこへ避難をさせて良いかわからず、反対方向に避難させていた職員がいたので、指示をきちんと出せるリーダーが必要。

◎地域包括支援センターの方より

　こまめに声掛けをされていて良かった。ご利用者も安心できると思う。
※　行事等について

◎地域包括支援センター職員より

　　コロナ禍の中でもできる行事や研修に取り組んでおられてよいと思う。
